
総務省の
平成29年度衛星放送用受信設備からの電波の漏洩等に関する周知啓発活動の概略

 目的
４Ｋ・８Ｋテレビは、適切な受信設備を用いなければ放送の受信が困難になるだけでなく、他の無

線局の運用へ影響を及ぼす可能性がある状況も広く知られていないことから、制度改正やイベント
を捉えて、効率的に受信機や受信環境整備に係る周知啓発を行う。

放送サービス
高度化推進協会

◆ 活動内容

技術講習会 相談窓口 周知啓発

※ 漏洩等に関する周知啓発活動の統括業務

総務省

※ 電波利用料を用いて漏洩等に
関する周知啓発業務を委託

• 活動
電波漏洩抑止を目的とした技術講習会

を全国３００箇所で開催

• 対象
全日本電気工事業工業組合連合会、

全国電機商業組合連合会の構成員、ア
ンテナ設備施工業界、など、約10,000名
を想定

• 活動
漏洩等に関するコールセンターの設置

• 対象
１）電波漏洩に関する問い合わせ
２）４Ｋ・８Ｋ放送受信に関する問い

合わせ
３）その他の問い合わせ

• 活動
一般を対象とした漏洩等の周知啓発活

動の実施（イベント等に際しての活動）
工事関係者等（一般を含む）を対象にし

た漏洩等の周知啓発用素材の作成
等

委託先
（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会

委託先
（株）ＮＨＫ営業サービス（予定）

平成29年7月31日
放送サービス高度化推進協会

A-PABで実施
プラス （株）博報堂（予定）
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